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緒   言 

スピーディーで効率的な矯正治療への取組は、従来より多くの研究者により、試みられて
きた。これら多くの診断、治療、あるいは材料の進歩と革新にもかかわらず、治療期間を短
縮するためのアプローチは、いまだにチャレンジングで、国際的にも社会的なニーズをも伴
うものである。 

スライディング・メカニクスを用いることの利点は、異なる長さのパワーアームをアーチ
ワイヤーに接着することで、水平牽引力を様々な高さのレベルに調整できるということであ
る。この方法を用い、望ましい歯の移動、すなわち、制御された傾斜移動、歯体運動を容易
に達成することができる。本研究では、歯の初期変位動態の予測や生体力学的な反応に焦点
を合わせ、効率的な前歯の移動に好ましい、水平牽引力のレベルと歯の移動様式の関係を明
らかにし、上顎前歯の抵抗中心の位置を決定した。 
対象と方法 
 矯正力作用時の歯の抵抗中心の位置を決定するため、２点３次元変位測定システムを用い
た。変位センサとしてホ－ル素子と、標点としてネオジミウム磁石を組み合わせた。３次元
の変位を測定するために、磁石を中心に８個のホ－ル素子を立方体の各頂点に配置し、セン
サ部を構成した。変位測定点は、上顎中切歯から唇側と口蓋側に延長した２点とした。素子
固定用シ－ネ上に、センサ部を唇側と口蓋側にそれぞれ固定し、臼歯に接着した。標点とな
る磁石は唇側と口蓋側のセンサ部の中心に配置し、プラスティック棒を介して上顎中切歯に
接合した。 
荷重方法は、スライディング・メカニクスを用いることを想定し、アーチワイヤーの犬歯

近心にパワーアームを鑞着し、パワーアーム上のフックからコイルスプリングを用いて、前
歯に牽引力を負荷することとした。一つ目のフックは、ブラケット・スロットの位置に一致
させ、２つ目のフックより、2 mm 間隔で歯根方向に向けて、５個のフックを溶接し、合計６
個の荷重点を設定した。 
３人の被験者を対象に、スライディング・メカニクスを用いて、上顎中切歯に牽引力を負

荷した際の２標点の変位をリアルタイムで測定した。上顎前歯の舌側移動時においては、正
中矢状平面上に投影した歯の動態解析が臨床上重要なため、同平面上における磁石の変位を
用いた。歯の移動前後における２つの磁石間をむすぶ線分の幾何学的計算より、歯の回転量
を算出した。  
結   果 

荷重位置を変化させることにより、前歯は異なる移動様相を示した。ブラケット位置に相



当する荷重点１に舌側方向の牽引力を負荷した際には、前歯は歯冠舌側方向の傾斜移動を示
し、荷重位置をブラケット位置から根尖側へ移動させるにしたがい、すなわちパワーアーム
の長さを増加すると、回転角は減少した。荷重点４と５の間で、回転角がゼロになった。さ
らに荷重点５では、回転方向が歯冠舌側方向から歯根舌側方向へ逆転し、荷重点６では、さ
らに回転角が増加した。 
考   察 
１・上顎中切歯の抵抗中心は、根尖から歯根長のほぼ 77％に位置することがわかった。 
２・スライディング・メカニクスを用いた前歯舌側移動において、アーチワイヤーに付与す
るパワーアームの長さを調整することにより、症例に応じて、歯冠舌側傾斜、歯体移動、あ
るいは歯根舌側傾斜を達成できると考えられた。 
３・パワーアームの長さは、スライディング・メカニクスにおいて、前歯の移動様式を決定
する簡便な臨床要因になりうると考えられた。 

以上より、個々の症例に応じた歯の移動様式を達成するために必要な力系を与えることに
より、歯を最短距離で目標位置まで移動することが可能となり、矯正治療期間の大幅な短縮
が実現されると考えられた。 
 
 


